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収
入

支
出

計
8,417人

退
職
互
助
部
特
別
加
入
者
の
概
要

●
退
職
互
助
部
特
別
加
入
者
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

（
平
成
三
十
年
九
月
末
現
在
）

平
成
二
十
九
年
度  

退
職
互
助
部
決
算
状
況

地区別人員構成

退職互助部経理の収支状況

年代別人員構成

60～69歳
2,246人

70～79歳
2,157人

80～89歳
2,672人

90歳以上
1,175人

50～59歳
167人

計
8,417人

東南村山
2,997人

西村山
718人

田川
1,076人

酒田飽海
809人

県外 281人

東南置賜
1,018人

西置賜
457人

北村山
611人

最上
450人

　現職者掛金、退職者掛金及び
配偶者掛金並びに給付基金積
立資産等の運用収益により、事
業を実施しました。事業は、療養
補助金、脱退一時金、長寿祝金
等の給付事業及び健康増進事
業、施設利用補助等の福祉事業
を前年度に引続き実施しました。
　その結果、給付基金積立資産
総額は14億9,457万1,900円と
なりました。

◆給付事業

療養補助金支出
脱退一時金支出
弔慰金支出
献花料支出
長寿祝金支出
　　　　　　　計

85,021,500
139,138,699
5,539,952
2,302,082
9,900,000

241,902,233

医療費の一部を補助　16,324件
　
　
特別加入者が死亡したときに給付  309件
米寿を迎えた特別加入者へ給付 　330件

備　　考金額（円）科　　目

◆福祉事業

互助やまがた発行費支出
施設利用補助費支出
電話相談費支出
新規特別加入者説明会費支出
健康増進事業費支出
健康診断補助事業費支出
研修旅行費支出
　　　　　　　計

973,200
3,702,000
74,258
44,720

3,447,960
3,351,809
1,190,594
12,784,541

年２回発行（４月・10月）
県内26施設　1,851件
フリーダイヤル通話料
県内４カ所で開催
ゴルフの集い、トレッキング等
新規特別加入者を対象に受検費用補助
各支部で実施する研修旅行費

備　　考金額（円）科　　目

※特定資産…給付基金積立資産、脱退一時金引当資産等

収入 603,404,899円 支出 592,465,433円

給付事業費  241,902,233円

福祉事業費
12,784,541円 

管理費
41,246,561円 

特定資産取得支出等
296,532,098円 

掛金
239,606,267円 

特定資産取崩収入等
343,291,905円 

特定資産運用収入等
20,506,727円 
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平
成
三
十
年
度
の
退
職
互
助
部
支
部
総
会
の
開
催
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。各
支
部
と
も
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度 

退
職
互
助
部
支
部
総
会
開
催
状
況

ゴルフの集い

平成30年度  退職互助部健康増進事業開催状況

ソプラノ 高橋まり子 氏　チェロ 増川大輔 氏　ピアノ 須藤恵美子 氏

二胡 岩渕時和 氏　ピアノ 鎌上留美 氏
「トリオ・アラモーレのクラシック演奏会」

支 部 会 場 講演・アトラクション開催日
ホテル

メトロポリタン山形

ホテルサンチェリー

花の湯ホテル

大地会館

熊野大社證誠殿

パレス松風

東京第一ホテル鶴岡

若浜学区コミュニティ
防災センター

東南村山

西 村 山

北 村 山

最　　上

東南置賜

西 置 賜

田　　川

酒田飽海

６月27日

８月22日

９月 1日

６月13日

８月31日

９月 6日

９月 7日

７月17日

アトラクション

演奏会

演奏会

研修会

講　話

講　演

講演会

研　修

「二胡とピアノの演奏～琴線に触れる哀愁の音色～」

北悠合唱団　フリージァ
「第１部 歌う喜び・第２部 男声合唱の響き」

諸事情により中止

講師　民話会ゆうづる　副会長　白岩けい子 氏

講師　保養コーディネーター＆詩人　関久雄 氏

民話口演

講師 慶應義塾大学先端生命科学研究所　所長 冨田勝 氏

「保養から見える、福島のいま」

「鶴岡から創るニッポンの未来」

「70歳からの療養補助金の請求方法・高額療養費制度」
「支部からの質問及び要望事項について」

鶴岡市の湯の浜カントリークラブを会場に開催。天候に恵まれ、良好なコンディションでプレー
することができました。（開催日：6月18日）

定期演奏会等のチケット代金の一部を補助し、チケットを斡旋しまし
た。（開催日：8月11日）今後の募集について、詳しくは14ページを
ご覧ください。  

山形市民会館主催事業「松竹大歌舞伎」のチケット代金の一部を補
助し、チケットを斡旋しました。（開催日：7月12日）

山形美術館・天童市美術館・酒田市美術館・土門拳記念館・致道博物
館・米沢市上杉博物館の会員証の年会費の一部補助を行いました。
（今年度の募集期間は終了）

鳥海山
トレッキング

スポーツ観戦
補助事業

芸術鑑賞
補助事業

山形交響楽団

松竹大歌舞伎

美 術 館 等

１日目は遊佐鳥海観光協会登山ガイドによる講話を受講し、２日目は早朝から気温が上昇する
なかでの鳥海山への出発となりました。登山口の気温は若干下がったものの、大量の汗をかき
ながら登ることとなり、非常に体力を消耗するトレッキングとなりました。今年は高山植物があ
まり見られませんでしたが、快晴だったこともあり、見晴らしが良く、遠くの景色まで眺めること
ができました。（開催日：7月30～31日）   

生涯学習
サポート事業

ＮＨＫ学園で実施する生涯学習通信講座（パンフレット記載講座のみ対象）を受講する際の受
講料の半額程度を助成するものです。たくさんの方々にご活用いただいています。パンフレッ
トは互助やまがた68号（４月28日発行）に同封していますが、必要な方は本会までご連絡くだ
さい。なお、募集期間内であっても補助額が同事業予算額に達した場合は募集を打ち切りま
すので、予めご了承ください。（募集期間：5～12月）

「モンテディオ山形」、「東北楽天ゴールデンイーグルス」の観戦チケット代金の一部を補助し、チ
ケットを斡旋しました。（開催日：7月、8月）「パスラボ山形ワイヴァンズ」、「プレステージ・イン
ターナショナルアランマーレ」の観戦チケットも募集します。詳しくは13ページをご覧ください。

新規特別加入者等を対象に療養補助
金の請求方法を中心とした退職互助部
制度説明会を開催しました。

平成30年度
退職互助部制度説明会開催状況 6月  5日

6月  7日
6月20日
6月25日

11名
19名
29名
57名

新庄市「最上広域交流センター　ゆめりあ」
三川町「三川町公民館」
米沢市「伝国の杜　置賜文化ホール」
山形市「山形国際交流プラザ」

開催日 会　場 参加者数
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今
年
度
の
西
村
山
支
部
は
、
米
寿
会

員
二
十
五
名
、
喜
寿
会
員
二
十
六
名
、

新
入
会
員
二
十
七
名
、
総
勢
七
百
十
二

名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

支
部
で
は
会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦

を
深
め
、
健
康
と
福
祉
の
増
進
を
目
的

と
し
て
支
部
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
八
月
に
開
催
す
る
年
一
回
の
演
奏

会
・
親
睦
会
は
会
員
が
特
に
楽
し
み
に

待
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

今
年
度
も
寒
河
江
駅
近
く
に
あ
る
ホ

テ
ル
・
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
を
会
場
に
総
会
・

演
奏
会
・
親
睦
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
五
十
六
名
、
米
寿
・
喜
寿
の

方
八
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
新
入
会
員
の
参
加
者
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
新
会
員
の
方
に
と
っ
て
は

再
雇
用
や
年
金
の
問
題
も
あ
り
、
平
日

開
催
で
は
参
加
し
に
く
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

総
会
で
は
事
業
の
報
告
・
計

画
、
決
算
・
予
算
が
承
認
さ
れ
、

賀
寿
者
の
方
か
ら
は
健
康
の
秘

訣
や
元
気
な
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
、
参
加
者
全
員
が
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て『
ト
リ
オ
・
ア
ラ
モ
ー

レ
』の
三
名
の
皆
様
に
よ
る
演

奏
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
懐
か

し
い
ク
ラ
シ
ッ

ク
映
画
音
楽
、

『
空
よ
』『
川
の
流

れ
の
よ
う
に
』等

の
歌
謡
曲
、
そ

し
て
、
昭
和
の

テ
レ
ビ
番
組
メ

ド
レ
ー
等
、
私

達
に
と
っ
て
は
懐
か
し
く
忘
れ
ら
れ
な

い
歌
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

親
睦
会
で
は
、
美
味
し
い
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
健
康
な
体
づ
く
り

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
孫
の
話
等
、

近
況
や
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

東
南
村
山
支
部

東
南
村
山
支
部

西
村
山
支
部

西
村
山
支
部

　

今
年
度
の
東
南
村
山
支
部
は
、
米
寿
会
員
九

十
六
名
を
数
え
、
ま
た
、
新
入
会
員
八
十
三
名

を
お
迎
え
し
、
総
数
二
千
八
百
六
十
八
名
の
支

部
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
総
会
並
び
に
懇
親
会
は
六
月
二
十
七

日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
で
行
い
、

百
八
十
二
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
樋
口
正
昭
地
区
幹
事
を
議
長
に
選
出
し
、

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
九
年
度
の
事
業

並
び
に
会
計
報
告
、
そ
し
て
三
十
年
度
の
事
業

計
画
並
び
に
予
算
案
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
支
部
の
喜
寿
者
は
昭
和
十
七

年
四
月
二
日
よ
り
十
八
年
四
月
一
日
生
れ
の
方

で
、
今
年
は
九
十
一
名
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
方
々
へ
の「
喜
寿
を
祝
う
会
」は
九
月
二
十

六
日
、
同
じ
会
場
に
て
行
う
た
め
、
現
在
諸
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
だ
よ
り『
互
助
東
南
村
山
』も
第
六
号
を

数
え
、
よ
り
一
層
、
会
員
と
の
交
流
を
図
る
た

め
に「
特
集
」を
組
み
、
紙
面
を
二
ペ
ー
ジ
増
や

し
て
発
刊
す
る
予
定
で
編
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

総
会
後
に
昨
年
度
ま
で
は
米
寿
を
迎

え
た
方
へ
の「
長
寿
祝
金
贈
呈
式
」を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り

長
寿
祝
金
が
振
込
方
式
に
変
更
に
な
り

贈
呈
式
は
割
愛
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
年
度
は
懇
親
会
の
席
に
ご
招
待

申
し
あ
げ
、
十
九
名
の
方
か
ら
出
席
を

賜
り
ま
し
た
。
お
名
前
を
紹
介
し
支
部

長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
あ
げ
、

米
寿
者
を
代
表
し
て
松
井
知
子
様
よ
り

ご
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
方

は
本
当
に
お
元
気
で
、
逆
に
私
達
が
元

気
を
貰
っ
た
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は「
二
胡
と

ピ
ア
ノ
の
演
奏
」と
し
て
山
形
市
在
住
の
岩
渕

時
和
さ
ん
と
鎌
上
留
美
さ
ん
に
お
願
い
し
、
琴

線
に
触
れ
る
哀
愁
の
音
色
と
題
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。本
当
に
胸
に
染
み
入
る
よ
う
な
音
色
で
、

中
国
本
場
の
楽
曲
を
は
じ
め
、
西
洋
の
ハ
ン
ガ

リ
ア
ン
舞
曲
、
朝
ド
ラ
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し

た
。
参
会
者
か
ら
は
、
し
っ
と
り
と
し
た
音
色

に
感
銘
を
受
け
た
と
大
好
評
で
し
た
。

　

懇
親
会
は
長
谷
川
美
代
子
地
区
幹
事
の
開
会

の
言
葉
、
窪
田
裕
司
地
区
幹
事
の
乾
杯
の
発
声

で
始
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
テ
ー
ブ
ル
で
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
話
題
が
盛
り
上
り
、
終
始
和
や

か
な
中
で
の
懇
談
会
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、

こ
の
会
に
出
席
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

と
い
う
方
も
多
く
、
更
に
充
実
し
た
会
に
な
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
し

た
。
最
後
に
小
和
田
久
子
地
区
幹
事
の
閉
会
の

言
葉
で
散
会
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
支
部
役
員
名
、
地
区
幹
事
名
は
、

同
封
の『
互
助
東
南
村
山
第
六
号
』に
特
に
増

ペ
ー
ジ
し
町
区
割
も
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。
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米
寿
会
員
三
十
一
名
・
喜
寿
会
員
十

七
名
・
新
入
会
員
十
五
名
の
総
勢
六
百

十
名
で
ス
タ
ー
ト
。
会
員
相
互
の
連
絡

と
親
睦
及
び
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
し
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

恒
例
の
総
会
・
研
修
会
・
親
睦
会
を

九
月
一
日
、
東
根
温
泉「
花
の
湯
ホ
テ
ル
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
長
寿
会
員
四
名
と
新
入

会
員
二
名
を
含
め
六
十
八
名
の
出
席
が

あ
り
、
事
務
局
と
し
て
の
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
北
悠
合
唱
団「
フ
リ
ー

ジ
ァ
」に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
合
唱

団（
団
員
数
十
三
名
）に
は
、
大
乗
支
部

長
を
は
じ
め
十
名
の
支
部
会
員
が
所
属
。

親
近
感
を
抱
き
な
が
ら
、
男
声
合
唱
の

勇
壮
で
響
き
の
あ
る
美
し
い
歌
声
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

親
睦
会
に
は
、
五
十
四
名
の
会
員
が

参
加（
昨
年
は
四
十
三

名
）。
思
い
出
や
近
況
を

語
り
合
い
な
が
ら
、
異

世
代
間
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
喜
寿
を
迎
え
ら
れ

た
先
生
に
万
歳
三
唱
の

ご
発
声
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、「
親
睦
会
が
こ

ん
な
に
楽
し
い
会
で
あ

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
来
年
度
も
、
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
で
す
。」

と
い
う
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
が
増
え
て
い
く
よ
う
な

手
立
て
を
今
後
も
工
面
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
旅
行
は
、「
諸
橋
近
代
美
術
館
見

学
と
情
熱
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
の
旅
」を
テ
ー
マ
に
、
常
磐
ハ
ワ
イ

方
面
へ
十
月
十
二
日
に
で
か
け
ま
す
。

最
終
〆
切
の
九
月
一
日
に
は
、
四
十
二

名
の
募
集
と
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
は
改
選
の
年
。
支
部
長
に
大
乗

文
利
。
副
支
部
長
に
梶
川
英
樹
、
羽
賀

芳
幸
、伊
藤
秀
昭
、石
川
佐
紀
子（
新
任
）。

事
務
局
長
に
早
坂
重
三
。
会
計
幹
事
に

寒
河
江
秀
壽
。
幹
事
に
金
谷
正
実
、
井

澤
紀
子
、
結
城
重
敏（
追
加
新
任
）、
監

事
に
芦
野
照
雄
、
大
山
剛
。
十
二
名
の

役
員
と
三
十
八
名
の
班
長
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

写
真
は
、
研
修
会（
公
演
会
）の
様
子

で
す
。

　

六
月
十
三
日
、
大
地
会
館
を
会
場
に
支

部
総
会
並
び
に
祝
賀
親
睦
会
を
開
催
。
高

橋
研
最
上
教
育
事
務
所
長
の
祝
辞
、
城
戸

口
一
子
県
本
部
常
務
理
事
の
互
助
会
現
状

報
告
な
ど
の
開
会
行
事
に
続
き
、
竹
田
眞

一
氏
を
議
長
に
選
出
し
て
総
会
。
前
年
度

活
動
報
告
と
決
算
・
本
年
度
活
動
計
画
・

予
算
・
活
性
化
事
業
計
画
が
承
認
。
役
員

は
永
年
支
部
運
営
に
ご
尽
力
の
大
類
愛

子
、
岸
博
、
亀
井
忠
義
、
荒
木
チ
ヨ
エ
、

松
田
智
尚
の
各
氏
が
退
任
し
部
分
改
選

（
後
掲
）。
同
時
進
行
で
、
療
養
補
助
金
請

求
等
の
相
談
に
髙
橋
千
春
主
事
よ
り
対
応

し
て
頂
い
た
。

　

講
話
は
前
新
庄
市
教
育
長
・
武
田
一
夫

氏
よ
り
演
題『
堤
林
数
衛
を
知
っ
て
ま
す

か
？
』を
拝
聴
の
予
定
で
し
た
が
、
資
料

も
準
備
し
て
頂
き
な
が
ら
、
残
念
な
が
ら

諸
事
情
に
よ
り
中
止
。
来
年
に
期
待
と
の

声
多
数
。

　

祝
賀
親
睦
会
は
、
米
寿
を
お
迎
え
の
齊

藤
昭
吉
様
の
ご
挨
拶
、
一
昨
年

米
寿
の
阿
部
昭
吉
大
先
輩
に
よ

る『
祝
賀
の
司
』の
吟
詠
、
青
木

誠
氏
の
乾
杯
を
号
砲
に
、
和
や

か
に
賑
や
か
に
交
流
を
深
め
、

黒
澤
修
氏
の
万
歳
三
唱
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

研
修
旅
行
は
「
わ
ら
び
劇
場

『
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
北
前
ザ
ン
ブ

リ
コ
』
観
劇
と
角
館
地
域
に
伝

わ
る
伝
統
料
理
を
味
わ
う
旅
」

を
テ
ー
マ
に
九
月
十
二
日
実
施

予
定
、
有
意
義
な
旅
に
な
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
平
成
三
十
年
度
支
部
役
員（
◎
印
新
任
）

支
部
長　

小
國　

隆

副
支
部
長　

巨
勢　

孝　

五
十
嵐
隆
一

支
部
監
事　

五
十
嵐
彰
一　

須
藤
勝
行

事
務
局
長　

小
関
栄
一　

事
務
次
長　

加
藤
岩
雄（
会
計
担
当
）

幹　
　

事　

井
上
五
郎　

荒
木　

勇

　
　
　
　
　

齋
藤
道
子　

斎
藤
玲
子

　
　
　
　
　

酒
井
秀
夫　

青
木
智
賀
子

　
　
　
　
　

◎
小
野
早
苗　

◎
須
藤
信
一

地
区
委
員　

阿
部
昭
吉　

後
藤
淑
子

　
　
　
　
　

栗
田
英
男　

◎
伊
藤
好
子　

協
力
員　

齋
藤
む
つ
子　

阿
部
恵
美
子

　
　
　
　
　

小
林
静
子　

門
間
今
朝
徳

　
　
　
　
　

福
田
昌
夫

北
村
山
支
部

北
村
山
支
部

最
上
支
部

最
上
支
部
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今
年
度
も
、
会
員
相
互
の
連
絡
・
親

睦
を
図
る
こ
と
を
重
点
に
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

八
月
三
十
日（
金
）に
は
、
南
陽
市
の

熊
野
大
社「
證
誠
殿
」で
、
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、

通
常
の
議
題
の

ほ
か
に
、
役
員

改
選
が
行
わ

れ
、
長
い
間
、

支
部
役
員
と
し

て
ご
活
躍
を
い

た
だ
き
ま
し
た

「
沖
野
政
德
」

「
太
田
邦
夫
」の

両
氏
が
退
任
さ

れ
、
左
下
欄
の
役
員
が
新
た
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
形
県
教
職
員
互
助
会
福

利
厚
生
主
査
の
小
田
島
雄
氏
よ
り
、
退

職
互
助
部
の
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。「
民
話
会
ゆ

う
づ
る
」の
副
会
長「
白
岩
け
い
子
」氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
民
話
口
演
」を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
馴
染
み
の

「
鶴
の
恩
返
し
」か
ら
始
ま
り
、
お
金
に

絡
む
と
ん
ち
話
な
ど
、
置
賜
地
区
の
中

に
語
り
継
が
れ
て
き
た
民
話
を
た
く
さ

ん
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
柔
ら
か
な
語
り
口
が
参
加
者

を
引
き
つ
け
、
聞
い
て
い
る
誰
も
が
民

話
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
、
と

て
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
米

寿
会
員
、
喜
寿

会
員
、
新
入
会

員
を
お
招
き

し
、
親
睦
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
十
月
五
日（
金
）に
例
年
通

り
、
飯
豊
町
の
白
川
荘
を
会
場
に
、
秋

の
一
日
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会

員
の
希
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
種
目
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
十
月
下
旬
に
は
、
支
部

の
活
動
の
様
子
や
会
員
か
ら
の
寄
稿
を

載
せ
た
支
部
だ
よ
り「
互
助
あ
づ
ま
」を

発
行
す
る
予
定
で
す
。

〈
支
部
役
員
〉

支
部
長　
　

伊
藤
誠
一

副
支
部
長　
　

猪
口
和
男　

清
野
和
夫

　
　
　
　
　
　

中
野
和
栄　

齋
藤
賢
二

監　
　

事　
　

安
部
光
男　

髙
井
雄
司

事
務
局
長　
　

山
口
和
夫

会
計
幹
事　
　

猪
口
和
男（
兼
任
）

幹　
　

事　
　

本
間
勝
美　

棚
村
順
子

　
　
　
　
　
　

髙
橋
哲
雄　

廣
居
安
子

　
　
　
　
　
　

朽
木
慶
一　

石
川
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　

後
藤
善
一

東
南
置
賜
支
部

東
南
置
賜
支
部

　

今
年
度
は
二
十
一
名
の
新
規
加
入
者

を
迎
え「
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
会

員
福
祉
の
増
進
を
図
る
」こ
と
を
目
的
に

例
年
通
り
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

総
会
は
、
九
月
六
日（
木
）白
鷹
町
の

パ
レ
ス
松
風
を
会
場
に
三
十
二
名
の
出

席
者
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
米
寿

を
迎
え
た
会
員
が
十
二
名
い
ま
す
が
、

当
日
は
二
名
の
方
が
出
席
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
お
元
気
な
姿

を
拝
見
し
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
新
規
加
入
者
が
お
一
人
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
全
員
の
拍
手

で
歓
迎
を
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
初
め
に
山
口
支
部
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
県
本
部
の
小

田
島
さ
ん
よ
り
本
部
事
業
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
齋

藤
直
樹
さ
ん
の
議
長
で
、
規
約
改
正（
顧

問
の
設
置
）・
前
年
度
事
業
報
告
・
本
年

度
事
業
計
画
・
役
員
選
出（
補
欠
）を
協

議
し
、
全
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
後
は
研
修
会
と
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ラ
イ
フ
ケ

ア
代
表
の
関
久
雄
氏
を
招
き
、

「
保
養
か
ら
見
え
る
、
福
島
の

い
ま
」と
い
う
演
題
で
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
氏
は

現
在
も
二
本
松
に
お
住
ま
い
で

す
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
を
避
け
る
た

め
ご
家
族
は
米
沢
市
に
避
難
さ

れ
た
ま
ま
で
す
。
関
氏
自
身
は

子
ど
も
を
放
射
能
か
ら
守
る

「
保
養
事
業
」を
佐
渡
ヶ
島
で
展

開
し「
へ
っ
つ
い
の
家
」を
運
営
し
て
い

ま
す
。
国
は
避
難
指
示
を
次
々
と
解
除

し
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
安
全
に
な
っ

た
の
か
、
不
安
を
抱
え
て
暮
ら
す
福
島

の
人
々
の
現
状
と
問
題
点
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
後
に
は
親
睦
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
し
て
米
寿
祝
い
の
方
々
に

ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
、
思
い
出
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔
の
懐
か
し

い
お
話
に
、
参
加
者
は
頷
き
な
が
ら
聞

き
入
り
ま
し
た
。
と
て
も
和
や
か
な
楽

し
い
親
睦
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
に
人
気
の
一
日
研
修
旅
行
。
今

年
度
は
十
月
三
日（
水
）に
、
研
修
会
講

師
の
関
氏
に
案
内
を
お
願
い
し
て
福
島

県
を
訪
ね
ま
す
。
講
演
会
で
お
聞
き
し

た
現
状
を
、
直
接
目
で
見
て
肌
で
感
じ

て
み
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
す
。

役
員
の
選
出（
残
任
期
間
）

幹　

事　
　

鈴
木
正
人（
飯
豊
町
）

　
　
　
　
　

益
田
敏
夫（
小
国
町
）

顧　

問　
　

時
田　

進

西
置
賜
支
部

西
置
賜
支
部
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平
成
三
十
年
度
の
田
川
支
部
は
、
総

会
員
数
１
０
３
３
名（
新
入
会
員
25
名
、

喜
寿
該
当
者
31
名
、米
寿
該
当
者
41
名
）

と
な
り
、会
員
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
、

相
互
の
交
流
親
睦
を
目
的
に
活
動
を
開

始
し
た
。

　

本
年
度
も
支
部
総
会
と
親
睦
会
は
九

月
に
同
日
開
催
、
会
員
多
数
の
参
加
を

得
て
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡
を
会
場
に

実
施
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
の
講
演
会
は
、
慶
應

義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
の
冨

田
勝
所
長
を
招
聘
し「
鶴
岡
か
ら
創
る

ニ
ッ
ポ
ン
の
未
来
」と
い
う
演
題
で
お

話
い
た
だ
い
た
。

　

冨
田
氏
は
、
い
ま
成
長
著
し
い
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
で
、
日
本
を

リ
ー
ド
し
な
が
ら
ご
活
躍
さ
れ
て
お

り
、
当
日
の
ご
講
演
で
は
、
研
究
の
内

容
や
そ
の
実
用
化
に
つ
い
て
、
鶴
岡
市

の
産
業
振
興
や
人
材
育
成
な
ど
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
お
話
さ
れ
、
今
後
の
地
域

の
活
性
化
な
ど
に
多
く
の
示
唆
を
い
た

だ
い
た
。

　

な
お
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
地
方
紙

に
情
報
を
提
供
し
、
一
般
の
方
々
も
入

場
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　

総
会
当
日

は
、
会
員
の

療
養
補
助
金

の
請
求
手
続

き
や
日
頃
の

悩
み
ご
と
等

に
つ
い
て
も

相
談
で
き
る『
互
助
相
談
コ
ー
ナ
ー
』を

開
設
し
た
。

　

会
報『
互
助
た
が
わ
』は
、
会
員
の
理

解
協
力
に
よ
り
、
親
し
ま
れ
る
紙
面
と

し
て
第
28
号
を
発
行
し
て
い
る
。

◇
平
成
三
十
年
度
田
川
支
部
役
員

支
部
長　

齋
藤
英
雄

副
支
部
長　

富
樫
良
秋　

菅
原
直
香

　
　
　
　
　

山
田
和
子　

難
波
信
昭

支
部
監
事　

村
岡　

敏　

菊
地
光
男

事
務
局
長　

安
野
郁
夫

幹　
　

事　

佐
藤
健
治　

尾
形
庸
子

　
　
　
　
　

齋
藤
明
夫　

鷲
田
啓
一

　
　
　
　
　

五
十
嵐
昇　

柳
澤　

卓

　
　
　
　
　

石
塚　

健　

東
野　

彰

　
　
　
　
　

坂
本
慶
治　

阿
部
美
惠
子

　

以
上
の
ほ
か
に
、
各
地
区
に
41
名
の

連
絡
員
を
選
出
し
、
支
部
運
営
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
年
度
は
新
た
に
十
一
名
の
新
会
員

が
加
わ
り
、
八
百
名
弱
の
会
員
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。会
員
相
互
の
連
絡
、

親
睦
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、

四
大
事
業
と
し
て
、
班
長
会
・
総
会
・

ハ
ッ
ピ
ー
光
輝（
喜
寿
祝
い
）の
会
・
研

修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
円
滑
な

支
部
運
営
を
行
う
た
め
、
地
区
別
に
六

十
五
の
班
に
組
織
し
、
班
長
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
支
部
総
会
・
研
修
・
米
寿
祝

賀
新
会
員
歓
迎
懇
親
会
は
、
七
月
十
七

日
に
会
員
多
数
の
参
加
を
得
て
、
若
浜

コ
ミ
セ
ン
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
事
業
・
会
計
等
、
全
て
の
案

件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

県
本
部
か
ら
療
養
補
助
金
の
詳
細
な
説

明
や
支
部
の
要
望
・
質

問
に
お
答
え
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
五
名

の
米
寿
会
員
と
四
名
の

新
会
員
を
お
迎
え
し
、

懇
親
会
で
は
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
共
に
大
い
に

交
流
と
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。（
下
写
真
）

　

毎
年
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
研
修
旅
行
。
昨
年
は

村
上
市
を
訪
れ
、
大
祭

「
お
し
ゃ
ぎ
り
」と
町
屋

屏
風
ま
つ
り
や
サ
ケ
文
化（
左
下
写
真
）

の
一
端
を
見
聞
し
、
昼
は
四
川
料
理
を

堪
能
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
河
北

町
谷
地
の
伝
統
産
業
と
紅
花
文
化
を
訪

ね「
最
上
そ
ば
道
楽
」の
美
味
を
楽
し
む

旅
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
平
成
三
十
年
度
支
部
役
員
◇

支
部
長　

佐
藤
宰
朗

副
支
部
長　

小
野　

勉　

菊
池
正
志

　
　
　
　
　

池
田
誠
晴　

小
山
治
人

支
部
監
事　

佐
藤
正
夫　

本
間
茂
希

事
務
局
長　

池
田
公
夫

幹　
　

事　

安
藤
宏
和　

土
田　

哲　

　
　
　
　
　

柿
崎
玉
樹　

石
黒
誠
一

　
　
　
　
　

畠
中
義
之　

須
階
美
代
子

　
　
　
　
　

進
藤
聖
子　

清
野　

淳

　
　
　
　
　

佐
藤
由
深
子（
会
計
担
当
）

田
川
支
部

田
川
支
部

酒
田
飽
海
支
部

酒
田
飽
海
支
部
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七
月
二
十
九
日
（
日
）「
深
緑
太
極
の
集
い
」
を
開
催
。
月
山
ブ
ナ
原

生
の
森
の
深
緑
に
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
健
康
太
極
拳（
楊
名
時
太
極
拳
）を

舞
う
集
い
で
あ
る
。

　

現
在
私
は
山
形
市
内
で
、
桜
樹
会
、
ジ
ャ
バ
教
室
、
白
鶴
会
、
そ
れ
に

地
元
中
山
愛
好
会
の
四
教
室
で
健
康
太
極
拳
を
指
導
し
て
い
る
が
、
こ
の

集
い
は
希
望
者
を
募
っ
て
行
な
い
、
今
年
で
五
回
目
と
な
る
。

　

当
日
、
朝
七
時
三
十
分
中
山
ラ
イ
ズ
ヤ
マ
ザ
ワ
集
合
、
分
乗
し
て
志
津

の
県
立
自
然
植
物
園
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）
へ
。
セ
ン
タ
ー
広
場
で

太
極
拳
を
舞
う
。
そ
の
後
仲
間
の
Ｓ
さ
ん
（
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
）
の
案
内
で
ブ
ナ
原
生
の
森
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
ブ
ナ
の
森
広
場

で
二
回
目
の
太
極
拳
を
舞
う
。
下
山
途
中
沢
の
快
い
音
を
背
に
腹
式
呼
吸

で
心
を
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
、
五
分
間
の
立
禅
（
立
っ
て
行
な
う
禅
）
。

そ
の
後
セ
ン
タ
ー
に
全
員
無
事
着
。
記
念
に
集
合
写
真
を
撮
っ
た
後
、
昼

食
会
場
の
〝
道
の
駅
に
し
か
わ
〞
（
月
山
銘
水
館
）
へ
。
各
自
食
べ
た
い

も
の
を
注
文
し
懇
談
し
な
が
ら
の
自
由
昼
食
。
食
後
の
買
物
。
十
五
時
、

ラ
イ
ズ
に
着
く
。

　

台
風
十
二
号
の
影
響
で
心
配
さ
れ
た
天
候
で
あ
っ
た
が
絶
好
の
日
和
に

な
り
、
ブ
ナ
原
生
の
森
か
ら
は
す
ば
ら
し
い
〝
気
〞
を
い
た
だ
き
、
参
加

者
同
志
の
〝
和
〞
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
「
深
緑
太
極
の
集

い
」
で
あ
っ
た
。
み
ん
な
の
顔
は
楽
し
さ
充
実
感
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
溢
れ

て
い
た
。

　

私
が
太
極
拳
を
や
ろ
う
と
し
た
動
機
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
山
形
県
教

員
日
中
友
好
の
つ

ば
さ
の
一
員
と
し

て
中
国
教
育
視
察

に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
時
、
早
朝

蘇
州
の
ホ
テ
ル
か

ら
見
下
ろ
す
と
多

く
の
人
が
ゆ
っ
た

り
と
太
極
拳
を

舞
っ
て
い
る
姿
を

目
に
し
た
こ
と
で

あ
る
。
退
職
し
た

年
の
十
月
か
ら
山
形
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
稽
古
を
積
み
十
年
か
け

て
師
範
の
資
格
を
い
た
だ
き
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

健
康
太
極
拳
（
楊
名
時
太
極
拳
）
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
、
楊
名
時
が

中
国
の
太
極
拳
を
元
に
し
な
が
ら
日
本
で
つ
く
り
広
め
た
太
極
拳
で
約
六

十
年
と
ま
だ
日
は
浅
い
。
稽
古
は
八
段
錦
と
二
十
四
式
を
毎
回
繰
り
返
し

繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
。

　

自
他
の
健
康
・
幸
せ
を
求
め
、
み
ん
な
仲
よ
く
和
を
広
げ
、
世
の
中
の

平
和
を
願
う
、
い
わ
ゆ
る
〝
健
康
・
友
好
・
平
和
〞
を
理
念
と
し
て
お

り
、「
が
ん
ば
ら
な
い
、
無
理
し
な
い
」「
競
わ
な
い
、
人
と
比
べ
な
い
」

「
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
を
特
色
と
し
て
い
る
太
極
拳
で
あ

る
。

　

は
じ
め
て
十
九
年
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
奥
深
く
お
も
し
ろ
い
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
探
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

「
無
理
な
く
」
「
楽
し
く
」
「
末
永
く
」

深
緑
太
極
の
集
い

東
南
村
山
支
部
　
菊
地
喜
代
一
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思
い
も
か
け
ず
ア
フ
リ
カ
旅
行
の
機
会
が
舞
い
込
ん
だ
。
娘
さ
ん
が

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
活
躍
す
る
現
地
訪
問
の
旅
に
、
「
一
緒
に

ど
う
？
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
だ
。
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス

に
何
は
さ
て
お
き
、
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
。

　

訪
問
団
一
行
、
約
一
日
か
け
て
赤
道
直
下
ウ
ガ
ン
ダ
の
赤
い
大
地
に

降
り
立
つ
。
隊
員
た
ち
の
出
迎
え
を
う
け
、
一
日
目
は
全
員
で
、
二
日

目
か
ら
は
夫
々
の
計
画
に
基
づ
く
旅
と
な
っ
た
。
私
た
ち
は
教
師
経
験

者
と
言
う
こ
と
で
、
主
に
学
校
訪
問
を
計
画
し
て
く
れ
て
い
た
。

　

早
速
、
娘
さ
ん
が
懇
意
に
し
て
お
ら
れ
る
キ
ム
夫
妻
の
学
校
へ
。
幼

児
と
小
学
校
低
学
年
の
学
校
。
午
後
遅
く
に
な
っ
て
い
た
が
、
子
供
た

ち
が
歌
・
ダ
ン
ス
・
聖
書
の
暗
唱
等
で
歓
迎
し
て
く
れ
る
。
元
気
な

声
、
明
る
い
笑
顔
、
膝
を
軽
く
折
っ
て
握
手
し
て
く
れ
る
女
の
子
た
ち

の
し
ぐ
さ
が
何
と
も
言
え
ず
可
愛
い
。

　

そ
の
晩
、
夫
妻
が
一
緒
に
夕
食
を
と
自
宅
に
招
待
し
て
く
れ
た
。
韓

国
で
会
社
経
営
を
し
て
い
た
が
全
て
整
理
し
、
貧
し
く
て
学
校
に
通
え

な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学
校
を
作
り
、
教
育
に
身
を
投
じ
て
お
ら

れ
る
お
二
人
。
先
生
方
へ
の
給
料
も
周
り
の
学
校
に
負
け
て
な
い
と
言

う
。
ど
こ
か
ら
も
援
助
を
受
け
ず
、
た
だ
韓
国
で
医
師
を
し
て
い
る
息

子
さ
ん
が
彼
ら
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
こ
と
。
「
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し

て
？
」
の
問
い
に
「
神
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
の
さ
」
と
笑
顔
で
話
す
ご

夫
妻
。

　

彼
ら
の
話
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
誘
い
こ
ま
れ
る
境
地
に
な
っ
た

が
、
如
何
せ
ん
、
ア
フ
リ
カ
は
遠
す
ぎ
た
。

　

次
の
小
学
校
訪
問
は
あ
い
に
く
の
雨
。
「
今
日
は
欠
席
者
が
多
い

よ
」
と
の
先
生
方
の
言
葉
通
り
で
、
四
、
五
年
生
へ
と
持
参
し
た
は
ず

の
折
鶴
は
全
校
生
徒
の
手
に
。
一
年
生
か
ら
英
語
学
習
が
行
わ
れ
、
英

語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。
日
本
か
ら
赴
任
し
て
い

た
先
生
は
現
地
な
り
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
な
か
な
か
思
い
通
り

に
は
行
か
な
い
と
ち
ょ
っ
と
だ
け
こ
ぼ
し
て
い
た
。

　

別
の
学
校
で
は
ト
イ
レ
後
、
足
踏
み
式
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
簡
易
手
洗

器
が
大
活
躍
。
前
任
の
日
本
の
先
生
の
置
土
産
と
の
こ
と
。
現
地
の
生

活
に
役
立
ち
、
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
う
れ
し
く
な
る
。

　

そ
し
て
彼
女
の
職
場
へ
。
職
員
一
人
一
人
が
彼
女
の
働
き
に
心
か
ら

の
感
謝
を
述
べ
て
い
た
。
遠
い
異
国
の
地
に
し
っ
か
り
溶
け
込
み
、
農

業
指
導
に
尽
力
し
て
い
る
彼
女
の
姿
が
眩
し
く
、
日
本
人
と
し
て
誇
ら

し
く
も
あ
っ
た
。

　

採
光
の
窓
枠
が
あ
る
だ
け
の
校
舎
。
幹
線
道
路
沿
い
を
裸
足
で
登
校

す
る
子
ど
も
た
ち
。
帰
国
後
、
あ
の
村
人
た
ち
に
せ
め
て
電
気
と
水
道

が…
…

と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
あ
の
三
・
一
一
の
大
震
災
。
私
た
ち
の

こ
の
便
利
で
快
適
な
生
活
は
事
故
の
後
始
末
す
ら
分
か
ら
な
い
物
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
か
と
愕
然
と
す
る
。

　

一
方
、
隣
国
ま
で
続
く
り
っ
ぱ
な
道
路
。
す
べ
て
中
国
の
お
陰
と
言

う
。
我
が
日
本
も
ア
フ
リ
カ
へ
目
を
向
け
始
め
た
よ
う
だ
が
、
中
国
は

も
う
と
っ
く
に
莫
大
な
投
資
を
し
て
い
た
の
だ
！

　

街
に
溢
れ
る
た
く
さ
ん
の
若
者
た
ち
。
豊
か
な
生
活
を
求
め
、
み
な

必
死
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
今
後
の
発
展
を
望
み
な
が
ら
も
、
「
地

球
は
大
丈
夫
？
」
と
複
雑
な
思
い
が
過
る
。

　

お
別
れ
会
は
新
た
に
赴
任
す
る
シ
ニ
ア
協
力
隊
員
の
歓
迎
会
で
も

あ
っ
た
。
日
本
を
飛
び
出
し
、
世
界
の
た
め
に
頑
張
る
若
者
た
ち
。
あ

る
人
は
病
院
、
学
校
、
農
村
で…

…

。
退
職
後
、
持
て
る
力
を
国
際
社

会
に
役
立
て
よ
う
と
行
動
さ
れ
る
シ
ニ
ア
の
方
々
。
彼
ら
の
生
き
方
に

感
動
し
、
羨
ま
し
く
も
感
じ
る
旅
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
し

た
い
。

ウ
ガ
ン
ダ
訪
問
記

北
村
山
支
部
　
齊
　
藤
　
良
　
子
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今
年
は
、
猛
暑
に
始
ま
り
、
こ
こ
置
賜
は
降
雨
も
少
な
く
水
不
足
で

あ
り
、
逆
に
西
日
本
は
豪
雨
と
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
異
常
気
象
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
日
は
、
震
度
７
の
北
海
道
地
震
の
大
災
害
に
見

舞
わ
れ
多
く
の
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
異
常
気
象
や
地
震
な
ど
、
地

震
国
の
日
本
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
運
命
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
数
々
の
災
害
や
被
災
を
体
験
し
、
先
人
は
古

来
よ
り
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
慈
愛
や
忍
耐
や
協

調
や
協
同
の
人
間
性
を
伝
え
て
、
「
生
き
る
力
と
し
て
の
文
化
」
を
築

い
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
し
て
、
私
自
身
も
敬
愛
の
恩
人
に
支

え
ら
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。

　

美
術
教
師
だ
っ
た
私
は
、
大
学
卒
業
後
、
芸
術
院
会
員
の
菅
野
矢
一

先
生
に
師
事
し
て
油
彩
画
を
学
び
、
最
上
川
の
源
流
の
地
か
ら
中
流
そ

し
て
下
流
、
日
本
海
を
巡
り
、
風
景
画
の
取
材
を
五
十
年
に
わ
た
り
継

続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
羽
黒
山
五
重
塔
と
の
出
会
い
は
、
二
〇
〇
〇

年
四
月
の
上
旬
、
新
緑
と
残
雪
を
バ
ッ
ク
に
晴
れ
上
が
る
朝
も
や
に
包

ま
れ
た
五
重
塔
の
荘
厳
な
感
動
に
満
ち
た
出
会
い
で
し
た
。
続
い
て
同

年
五
月
上
旬
の
松
山
町
眺
海
の
森
の
最
上
川
河
口
と
日
本
海
の
夕
日
の

運
命
の
現
場
で
し
た
。
ま
さ
に
、
巨
大
な
竜
が
赤
い
太
陽
を
目
指
し
て

雄
大
に
泳
い
で
ゆ
く
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
光
景
で
し
た
。
そ
れ

は
、
全
身
に
稲
妻
が
走
っ
た
よ
う
な
衝
撃
の
感
動
体
験
で
し
た
。
以

来
、
作
品
と
は
、
「
静
と
動
、
い
ず
れ
か
に
せ
よ
生
き
た
感
動
体
験
が

見
る
人
の
魂
を
と
ら
え
る
衝
撃
波
で
あ
る
。」
と
自
分
な
り
に
悟
っ
た

次
第
で
す
。

　

そ
し
て
二
人
目
の
恩
人
は
、
菅
野
先
生
ご
逝
去
の
後
、
中
山
忠
彦
先

生
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
一
水
会
を
や
め
、
白
日
会
展
で
活
動
す
る
こ

と
と
な
り
改
め
て
画
学
生
に
戻
っ
た
よ
う
な
猛
勉
強
の
連
日
で
す
。

　

さ
ら
に
三
人
目
の
恩
師
は
、
芭
蕉
翁
研
究
第
一
人
者
の
梅
津
保
一
先

生
と
の
出
会
い
で
す
。
江
戸
か
ら
結
び
の
地
の
大
垣
ま
で
画
材
用
具
を

車
に
積
ん
で
家
内
と
共
に
奥
の
細
道
の
現
場
を
取
材
し
て
巡
っ
て
い
ま

す
。
取
材
の
旅
は
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続
で
あ
り
、
笑
い
あ
り
涙
あ

り
、
喜
び
あ
り
落
胆
あ
り
、
感
謝
あ
り
感
動
あ
り
で
す
。
そ
し
て
旅
先

で
出
会
っ
た
人
と
、
日
展
や
白
日
会
展
や
銀
座
や
三
越
や
山
形
個
展
で

再
会
で
き
た
時
は
、
大
き
な
感
動
と
な
り
絆
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
芭
蕉
翁
ゆ
か
り
の
歴
史
的
地
点
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
が

最
近
は
そ
の
拠
点
を
結
ぶ
「
道
」
を
テ
ー
マ
に
描
き
、
最
近
の
日
展
に

は
「
ふ
る
さ
と
の
早
春
の
道
」
を
制
作
し
て
出
品
し
て
い
ま
す
。
も

し
、
元
禄
二
年
の
奥
の
細
道
の
頃
、
現
代
の
よ
う
な
防
寒
具
が
あ
れ
ば

き
っ
と
、
好
奇
心
旺
盛
な
風
流
人
の
芭
蕉
翁
は
美
し
い
残
雪
の
山
形
県

各
地
を
旅
し
て
、
数
々
の
名
句
を
読
ん
だ
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
も
心
に
浮
か
ぶ
「
学
び
舎
へ
の
道
」
は
、
初
任
地
の
僻
地
四
級

の
綱
木
分
校
へ
の
山
道
で
す
。
生
徒
へ
の
熱
い
思
い
と
と
も
に
登
っ
た

早
春
の
山
道
が
好
き
で
す
。
「
人
生
ま
だ
半
ば
。
人
生
の
魅
力
は
こ
れ

か
ら
。」
と
思
い
、
歴
史
的
巨
匠
の
葛
飾
北
斎
先
生
を
仰
ぎ
つ
つ
、
少

年
の
よ
う
な
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
皆
様
と
の
再
会
と
再

会
の
一
献
が
人
生
の
喜
び
の
糧
と
思
い
絵
筆
を
と
っ
て
い
ま
す
。

奥
の
細
道
と
四
季
感
動
の
ふ
る
さ
と
の

美
に
魅
せ
ら
れ
て

東
南
置
賜
支
部
　
沖
　
津
　
信
　
也

改組 新 第4回日展（2017）  晴れゆく峠　沖津信也
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絵
心
を
い
つ
ま
で
も

田
川
支
部
　
堀
　
　
　
尚
　
子

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
だ
っ
た
。
終
戦
の
時
に
国

民
学
校
二
年
生
だ
っ
た
の
で
、
教
室
の
壁
に
は
敵（
ア
メ
リ
カ
）の
飛
行

機
が
撃
ち
落
さ
れ
る
場
面
な
ど
戦
争
に
関
す
る
絵
ば
か
り
貼
っ
て
あ
っ

た
。
そ
の
こ
ろ
は
絵
を
描
く
の
は
あ
ま
り
楽
し
く
な
か
っ
た
。

　

戦
争
が
終
っ
て
ま
も
な
く
、
父
の
実
家
に
お
盆
の
お
参
り
に
行
っ
た

と
き
、き
れ
い
な
挿
絵
の
つ
い
た「
小
公
女
」の
本
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

授
業
で
使
う
図
画
の
お
手
本
も
あ
っ
た
。
多
分
そ
れ
は
戦
前
に
発
行
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
私
は
夢
中
に
な
っ
て
眺
め
新
し
い
世
界
が
開
け
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

　

小
学
校
五
年
生
の
と
き
水
彩
絵
の
具
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
ま

で
ク
レ
ヨ
ン
し
か
使
わ
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
く
鶴
岡
公
園
の
桜

と
柳
を
描
い
た
。
当
時
の
朝
暘
第
一
小
学
校
は
公
園
の
す
ぐ
近
く
に

あ
っ
た
。
担
任
の
先
生
は「
な
ま
い
ろ
」を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
教
え

て
く
れ
た
の
で
緑
に
何
を
混
ぜ
て
い
ろ
い
ろ
な
草
木
の
色
に
近
づ
け
る

か
苦
心
し
た
。
今
も
こ
の
こ
と
は
頭
の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
。
子
ど

も
の
こ
ろ
の
経
験
は
大
切
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　

友
達
や
姉
妹
と
お
絵
か
き
遊
び
も
よ
く
し
た
。
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
も

な
か
っ
た
時
代
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ノ
ー
ト
に
描
い

て
お
話
を
作
っ
て
い
く
の
が
楽
し
か
っ
た
。
着
て
み
た
い
洋
服
も
絵
の

中
で
は
自
由
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
。
中
学
生
に
な
る
と
世
の
中
も
少

し
豊
か
に
な
っ
て
き
た
。
鶴
岡
第
一
中
学
校
は
周
り
が
田
ん
ぼ
で
き
れ

い
な
小
川
が
流
れ
て
い
た
。
美
術
の
時
間
は
校
外
で
写
生
と
い
う
こ
と

も
多
く
、
こ
れ
幸
い
と
サ
ボ
っ
て
い
る
人
も
い
た
が
私
は
そ
こ
そ
こ
ま

じ
め
に
描
い
て
水
彩
画
も
そ
れ
な
り
に
上
達
し
た
。
高
校
で
は
音
楽
、

美
術
、書
道
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
音
楽
を
選
択
し
た
。

歌
う
の
は
楽
し
か
っ
た
が
、
ピ
ア
ノ
が
弾
け
な
い
し
練
習
す
る
こ
と
も

出
来
な
い
。
単
位
が
取
れ
な
く
な
る
と
困
る
の
で
二
年
生
か
ら
美
術
に

切
り
替
え
た
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
油
絵
を
描
い
て
い
る
友
達
が
い

て
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
重
厚
な
人
物
画
が
印
象
的
で
い
つ
か
自
分
も

描
き
た
い
と
思
っ
た
。

　

こ
の
希
望
が
叶
う
の
は
五
十
歳
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
で
あ
っ
た
。
県

立
鶴
岡
養
護
学
校
の
同
好
会
で
息
子
の
よ
う
な
年
代
の
先
生
か
ら
手
ほ

ど
き
し
て
も
ら
い
自
己
流
で
描
き
続
け
て
い
る
。
人
物
を
描
く
の
が
一

番
好
き
な
の
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
変
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
退
職
し
て
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
故
小
松
章
三
さ
ん
の
デ
ッ
サ
ン
講
座
に

通
い
、
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
、
職
種
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
す
る
の

が
楽
し
か
っ
た
。
義
母
の
介
護
の
間
、
絵
を
描
く
の
は
中
断
し
、
そ
の

後
再
開
し
て
白
甕
社
の
春
、
夏
の
展
覧
会
に
も
出
品
し
て
い
る
。
年
を

と
る
の
は
止
め
ら
れ
な
い
か
ら
五
十
号
の
油
絵
な
ど
は
い
つ
ま
で
描
け

る
か
分
か
ら
な
い
。
も
う
一
度
き
ち
ん
と
水
彩
画
を
学
び
な
お
そ
う
と

小
グ
ル
ー
プ
で
近
所
の
方
に
指
導
し
て
頂
い
て
い
る
。
中
学
、
高
校
の

頃
と
は
違
う
水
彩
画
の
世
界
が
広
が
っ
て
楽
し
み
が
増
え
た
。
も
う
少

し
絵
を
楽
し
む
時
間
が
延
び
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
絵
は
、
東
山
魁
夷
の「
道
」で
あ
る
。
青
々

と
し
た
草
原
を
＊「
一
筋
の
道
が
ゆ
る
や
か
に
登
っ
て
ゆ
き
、
そ
の
頂

点
で
視
界
か
ら
消
え
て
い
る
。
遠
く
の
丘
に
そ
の
続
き
と
思
わ
れ
る
一

線
が
ほ
の
か
に
見
え
る
。」の
で
あ
る
。

＊
四
季
め
ぐ
り
あ
い
・
夏
　
東
山
魁
夷（
画
／
文
）　
講
談
社
　
2
0
0
8
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施設利用補助事業

宿泊施設に予約後、宿泊日の１か月前から３日前（土・日・祝日及び年末年始休
業期間を除く）までに下記の事項を明記のうえ、互助会へ申請を行ってください。
申請は、電話、はがき、ＦＡＸ及びホームページから申請することができます。
申請を受理後、ご自宅へ施設利用補助券を送付します。
①特別加入者番号　②氏名　③宿泊施設名　④宿泊月日
※グループ代表者による一括申請の場合も、各利用者の特別加入者番号を必ず明記のうえ申請をお願いします。

１泊につき2,000円（連泊の場合は２泊を限度に補助）
※年に何度でも利用することができますが、日帰り等の宿泊を伴わない場合には利用できません。

申 請 方 法

補　助　額

補助対象者 特別加入者

元気回復と健康増進を図ることを目的に、
施設利用補助事業を実施しております。

法律相談事業

　日常生活を営む上で発生する諸問題、諸事件（離婚・財産相続・破産・民事再生事件・刑事事件・民事事
件・賠償責任事件等）に対処し、快適かつ安定した生活をおくっていただくために行っている事業です。

　伊藤三之法律事務所に直接電話、または事務所に伺って（事前予約要）相談をしてください。その
際、本会会員である旨を申し出てください。本会へ事前に連絡をする必要はありません。
　なお、本事業は、法律相談に係る費用を本会が負担するもので、相談後に伊藤弁護士に弁護を委
任した場合に発生する着手金、報酬金、訴訟実費等については、相談者本人の負担となります。詳細
は伊藤弁護士にご相談ください。もちろん、秘密は厳守されます。

〒990-0057　山形市宮町五丁目12番21号
弁護士　伊  藤  三  之 先生

い　　  とう      みつ      ゆき

困った事がおきたら、ひとりで悩まず相談を…!!

事 業 内 容

契約弁護士

相 談 方 法

　互助会と顧問契約した弁護士に、特別加入者が上記法律上の諸問題について
相談するときの相談料（通常30分で5,000円）を無料とします。

伊藤三之法律事務所 
                               TEL：023-633-7860　FAX：023-633-7160

山形県職員会館あこや会館

KKR蔵王保養所白銀荘

国民宿舎竜山荘

パラシオもがみ

ひまわり温泉 ゆ・ら・ら

ひなの宿

Asahi自然観

 クアハウス碁点

 くつろぎの宿花笠高原荘

シェーネスハイム金山

まむろ川温泉梅里苑

赤湯温泉保養所むつみ荘

山形市松波2-8-1

 山形市蔵王温泉904-8

山形市蔵王温泉938-4

天童市鎌田2-1-17

 東村山郡中山町いずみ1

西村山郡河北町谷地下野269

西村山郡朝日町白倉745-1

村山市碁点1034-7

尾花沢市鶴子1300-27

 北村山郡大石田町豊田884-1

最上郡金山町有屋1400

最上郡真室川町平岡894-2

南陽市赤湯233-1

023-642-1358

023-694-9187

023-694-9457

023-654-0906

023-662-5780

0237-85-0789

0237-83-7111

0237-56-3351

0237-28-2121

0237-35-5353

0233-52-7761

0233-62-2373

0238-43-3035

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

12

13

№

大石田温泉あったまり
ランド深堀虹の館

 宿泊施設名 電話番号住　所

川西町浴浴センターまどか

りふれ

国民宿舎飯豊梅花皮荘

パレス松風

ホテルフォレストいいで

コテージ村木湖里館

白川温泉白川荘

いいで添川温泉しらさぎ荘

湯野浜温泉保養所うしお荘

田田の宿

湯の台温泉鳥海山荘

眺海の森さんさん

遊楽里

 東置賜郡川西町上小松5095-36

西置賜郡小国町五味沢513

西置賜郡小国町小玉川564-1

西置賜郡白鷹町十王5687-8

西置賜郡飯豊町須郷421-1

西置賜郡飯豊町須郷421-1

西置賜郡飯豊町数馬218-1

 西置賜郡飯豊町添川3020-5

鶴岡市湯野浜1-11-23

東田川郡三川町横山堤172-1

酒田市草津字湯ノ台66-1

酒田市土渕大平1-59

飽海郡遊佐町吹浦西浜2-76

0238-42-4126

0238-67-2011

0238-64-2111

0238-85-1001

0238-78-0010

0238-78-0010

0238-77-2124

0238-74-2161

0235-75-2715

0235-66-5300 

0234-61-1727

0234-62-2633

0234-77-3711

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

№  宿泊施設名 電話番号住　所

受付時間9：00～18：00（月～金）
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部屋割送迎
利用住　所特別加入者番号・氏名

キ　リ　ト　リ

スキーの集い参加申込書  
コース

（  本人・家族  ） 特別加入者番号

氏名

昭和　　年　　月　　日生（ 男・女 ） TEL　　（　　　）

※健康増進事業を運営するにあたり、個人情報を同事業関係者に提供する場合があります。申込書の提出があった時点で同申込書に記載の範囲内で提供の
　同意があったものとさせていただきます。

開 催 日 2月19日（火）～21日（木）
宿泊場所 「ヴァルトベルク」

山形市蔵王温泉清水坂889-1 ☎023-694-9300

募集人員 45名（最少催行人員20名）

申込方法

申込締切日 12月20日（木）必着

※リフト代金及び昼食代金は含まれません。
※2名1室希望の場合は上記料金に1泊2,160円が加算されます。

※1月上旬に決定通知を送付します。

送　　迎

参 加 費 特別加入者　16,000円　家族　23,000円

コ ー ス ご希望のコースをお選びいただき、下記申込書にご記入ください。
安全管理上、開催日当日にコースごとに滑って班分けを行います。

下記申込書により郵送またはFAXでお申込みください。（Ｈ
Ｐ申込不可）申込みが募集人員を上回った場合はこれまで
の参加歴等を考慮し、特別加入者を優先とした選考となり
ますのでご了承ください。

部 屋 割 ４名～５名の相部屋となります。同室希望の方がいる場合、2名1室希望の場合は下記申込
書にご記入ください。２名１室希望については、申込状況によっては手配できない場合も
ありますので、予めご了承ください。

A ： レベルUPコース→さらなるスキー技術の向上を目指したい方におすすめ！
　 　　　　　　　　　　  （インストラクターが講習を行います。）
B ： ゆったりコース→仲間と楽しくゆったり滑りたい方におすすめ！
　 　　　　　　　　　　  （安全管理上インストラクターが同行し、ゲレンデをご案内します。）

蔵王温泉バス停まで送迎します。
利用される方は下記申込書にご記入ください。

有

無

A

B

2名1室希望

同室希望者

（  本人・家族  ） 特別加入者番号

氏名

昭和　　年　　月　　日生（ 男・女 ） TEL　　（　　　）

有

無

A

B

白銀の蔵王でスキーを楽しんでみませんか？
上達を目指すもよし。楽しくゆっくり滑るもよし。
皆様の多数のご参加をお待ちしています！   10:00～13:00

13:30～16:00
18:00～20:00
7:30～ 8:30
9:30～15:30
18:00～20:00
7:30～ 8:30
9:30～11:30

受付
開講式、班分け、講習
懇親会
朝食
講習(昼食各班ごと)
懇親会
朝食
講習

１日目

２日目

3日目

２泊３日　日程



No.69
互助やまがた互助やまがた

GOJYO YAMAGATA●13

キ　リ　ト　リ

スポーツ観戦補助事業申込書

　パスラボ山形ワイヴァンズ及びプレステージ・インターナショナルアランマーレの観戦チケット代
金の補助を行います。この機会にご家族やご友人で山形県のプロスポーツを応援してみませんか？

自己負担額 パスラボ 　　1,000円／枚 （通常団体価格 2,300円）
アランマーレ 1,000円／枚 （前 売り価 格 2,000円）

申込方法

募集枚数 各試合　30枚

開催日

対戦

会場

申込
締切

パスラボ山形ワイヴァンズ

11月20日（火）必着
※12月上旬に決定通知（チケット等）を送付します。

12月20日（木）必着
※1月上旬に決定通知（チケット等）を送付します。

12月16日（日）
14：00開始

山形県総合運動公園
総合体育館  アリーナ（１階自由席）

※健康増進事業を運営するにあたり、個人情報を同事業関係者に提供する場合があります。申込書の提出があった時点で同申込書に  
　記載の範囲内で提供の同意があったものとさせていただきます。

※チケット手配の関係上、申込締切日以後の申込取消はできかねますので、予めご了承くださるようお願いします。
※アランマーレの２月２日（土）の日程は、第２試合（15:00～ブレス浜松VSトヨタ自動車ヴァルキューレ）も観戦することが可能です。
　１月２０日（日）の日程は、第２試合はありません。
※アランマーレの試合の際には会場で様々なイベント（飲食含む）を開催予定です。詳細については株式会社プレステージ・インターナ
　ショナルアランマーレ事業部（TEL0234-41-0724）までお問合せください。

健康増進事業　スポーツ観戦補助事業

試　　　合 申込枚数

特別加入者番号 氏　名 TEL　　　　　（　　　　　　）

1 枚 2 枚パスラボ（12／16）
試　　　合 申込枚数

1 枚 2 枚アランマーレ（1／20）

1 枚 2 枚パスラボ（1／6） 1 枚 2 枚アランマーレ（2／2）

下記申込書により郵送またはＦＡＸでお申込みください。（ＨＰ申込可）
特別加入者ひとりにつき、パスラボ及びアランマーレそれぞれ２枚までのお申込みとなり
ます。申込みが募集枚数を上回った場合は、これまでの利用状況等を考慮した選考となり
ますのでご了承ください。

VS
八王子ビートレインズ

1月6日（日）
14：00開始

山形県総合運動公園
総合体育館（２階自由席）

酒田市国体記念体育館
（２階自由席）

VS
青森ワッツ

VS
ＪＡぎふ

VS
柏エンゼルクロス

バスケットボール
プレステージ・インターナショナルアランマーレ

1月20日（日）
14：00開始

2月2日（土）
13：00開始

バレーボール
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芸術鑑賞補助事業申込書

　山形交響楽団の定期演奏会及びユアタウンコンサートのチケット代金の補助を行います。
この機会に音楽の素晴らしさ、そしてオーケストラの演奏を体感してみませんか？

自己負担額 山形・鶴岡公演　２，５００円／枚　（正規チケット代金4,700円）
南陽公演　　　 １，０００円／枚　（正規チケット代金2,000円）

申込方法 下記申込書により郵送またはＦＡＸでお申込みください（ＨＰ申込可）。特別加入者
ひとりにつき2枚までのお申込みとなります。申込みが募集枚数を上回った場合
は、これまでの利用状況等を考慮した選考となりますのでご了承ください。

募集枚数 合計22０枚（山形公演10０枚　鶴岡・南陽公演　各6０枚）

申込締切 12月20日（木）必着　※1月上旬に決定通知（チケット等）を送付します。

定期演奏会　第２７５回　山形公演

山形（3/10） 1 枚 2 枚

3月10日（日） 15：00開演　山形テルサホール（Ａ席指定）
●モーツァルト：交響曲 二長調 K.51（46a）“歌劇「愚か娘になりすまし」のための”
●ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調 作品18
●ブルックナー：序曲ト短調WAB98／詩篇 第112篇 WAB35　ほか
●指揮／飯森範親　　ピアノ／金子三勇士　　ソプラノ／髙橋絵理
　合唱／山響アマデウスコア

※やむを得ない事情により出演者及び曲目等が変更になる場合がありますので、予めご了承ください。

※健康増進事業を運営するにあたり、個人情報を同事業関係者に提供する場合があります。申込書の提出があった時点で同申込書に記載の範囲内で提供の同意があったもの
　とさせていただきます。

特別加入者番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　TEL　　　　　（　　　　　）

公　演 申込枚数

庄内定期演奏会　第２７回　鶴岡公演
3月26日（火） 19：00開演　荘銀タクト鶴岡大ホール（Ａ席指定）
●ベートーヴェン：交響曲 第6番 ヘ長調「田園」作品68
●ヴェルディ：歌劇「椿姫」－第2幕“燃える心を”
●カプア：オー・ソレ・ミオ　ほか
●指揮／飯森範親　　テノール／福井敬　　ソプラノ／尾形志織
　合唱／鶴岡北高校音楽部・鶴岡土曜会混声合唱団

ユアタウンコンサート２０１８　南陽公演
2月2日（土） 15：00開演　シェルターなんようホール（全席指定）
●モーツァルト：交響曲 ニ短調 K.320“セレナード第9番「ポストホルン」”
●ベートーヴェン：交響曲 第5番 ハ短調「運命」作品67
●ヴェルディ：歌劇「椿姫」－第3幕“さようなら、過ぎ去った日々よ”　ほか
●指揮／飯森範親　　ソプラノ／中丸三千繪

健康増進事業 芸術鑑賞補助事業

鶴岡（3/26） 1 枚 2 枚

公　演 申込枚数

南陽（2/2） 1 枚 2 枚

公　演 申込枚数
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療養補助金療養補助金金の請求はお済みですか？のの請求はお済みですか？療養補助金の請求はお済みですか？
　退職互助部では、医療機関の窓口で支払った費用（保険適用分）の一部を補助する「療養補助金給付
事業」を行っています。下表をご覧いただき、まだ請求がお済みでない方は、お早めにご請求ください。

※特別加入者番号が０・１・２で始まる方の給付対象期間は資格取得月から７０歳に達する月までとなります。（給付対象者は特別加入者本人及び配偶者）
※加入する健康保険より附加給付がある場合は差し引いて給付します。（国保・協会けんぽには附加給付はありません。）

１つの医療機関（入院・外来別）の１か月の保険適用窓口支払額の合計額

自己負担額　－　2,000円　－　1,000円未満の端数
⬆

１か月のすべての保険適用窓口支払額の合計額 ※医療機関や入院と外来等を分ける必要はありません。

自己負担額　－　2,000円　－　1,000円未満の端数
⬆

給付対象
期　　間

70歳
未満

70歳
以上

60歳に達した翌月から75歳に達する月まで

給 付 額

●請求方法　療養補助金請求書に必要事項を記入のうえ、医療機関の領収書（原本）を添付して本会あて送付して
ください。請求書をお持ちでない方は下記問合せ先までご連絡ください。また、高額療養費に該当す
る場合は、加入する保険者へ申請し、高額療養費支給決定通知書（原本）も添付してください。　

●請求時効　請求の時効は３年です。診療を受けた月から３年以内にご請求ください。（例：平成27年10月診療分
→平成30年10月末日まで請求可能）なお、請求書は診療を受けた月の翌月以降にご提出ください。　

●送 金 日　本会に請求書が到着した月の翌月末の送金となります。（例：10月本会到着→11月末送金）
※公立学校共済組合任意継続組合員（※）及び常勤再任用職員（※）の方は自動給付となっておりますので、療養補助金請求書の提出は必要あ
　りません。診療を受けた月の概ね３カ月後の給付となります。（※被扶養者も含む）

■確定申告で医療費控除を受ける方は、平成30年12月までに受診した分について、平成31年１月末日までに
　ご請求ください。

■医療機関の領収書の返還が必要な方は療養補助金請求書の余白に「領収書返還希望」と記入のうえご提出くだ
　さい。送金の際に給付決定通知書と併せてお返しします。

加入時に送付している「特別加入
者証」に記載してある６桁の番号
です。今回送付した封筒にも記載
してあります。

特別加入者番号とは？ 990-8570
山形市松波2-8-1
○○　○○○　様
（特別加入者番号123456）

療養補助金に関するお問合せ
フリーダイヤル（通話料無料）

0120-37-1765

療養補助金として給付した金額は、「保険金等で補てんされる金額」に該当します。
支払った医療費から療養補助金給付額を差し引いていただくことになります。

その年（１月～12月）に
支払った医療費

保険金等で
補てんされる金額

10万円又は所得金額の
５％のどちらか少ない額

医療費控除額
（最高200万円）

医療費控除について
（計算方法）

⬆
療養補助金給付額

－ － ＝


